
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1923 千曲川の伏流水、緩速ろ過（ろ過池のみ） 

1950 神川表流水：濁り対策（凝集剤＋沈殿池） 

1964 長野県企業局諏訪形浄水場（急速ろ過） 

1968 菅平ダム湖完成⇒水道が臭くなる 

  ⇒原因はダム湖の富栄養化： 

上田市で生物処理の誤解をしていた。 

1970 石舟浄水場 

 1975 中本：信州大へ：菅平ダム湖調査 

   ダム湖の藻は悪い藻、浄水場では良い藻 

 1984 中本：染屋での藻の役割調査開始 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
アメリカ水道協会雑誌 1997 年 12 月号 

 緩速ろ過：まだ時代を超越した新しい方向 

給水人口 5,001 人

以上の上水道の給水

量割合は、長野県の

場合、緩速ろ過や消

毒のみの割合は 7

割。簡易水道ではも

っと多くなる。 

印刷された冊子の写真は白黒。原稿の写真は

カラーなのでわかりやすくカラーにした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハリスレポート 

1974 

飲み水は安全か？ 

塩素系化学薬品で発

癌物質生成リスク 

トリハロメタン、ア

スベスト管の危険性 

指摘 
1993 年のクリプト原虫による大規模集団下痢事故の翌

年 1994 年、アメリカ水道協会は緩速ろ過研修会を開催 

砂上の水深 38 ㎝ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田市染屋浄水場 大正 12(1923)年、 

千曲川河床の集水埋渠（穴あき管）から

伏流水を取水。ポンプ揚水。創設当時は、

３つのろ過池と配水池。原水を直接に砂

ろ過池で浄化。 

1997 年 12 月号、アメリカ水道協会雑誌 

クリプト原虫は、どこにでも多数いる。 

でも感染事故はほとんどない 

許容できるリスクを考える 
多少の原虫がいても、免疫力があり

下痢をしない。 

大陸河川の濁りは細

かく、凝集剤が必要

⇒急速ろ過の開発。 

戦後、アメリカの急

速ろ過技術は最新で

良いと考え導入。 

しかし日本の山地河

川の濁りは沈殿池だ

けで直ぐに沈んだ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大陸河川の細かな濁りは沈まないが、

日本の山地河川の濁りは、凝集剤をい

れないでも沈殿池で直ぐに沈む。 

上田市の浄水場でも、沈殿池だけ

で、10 度以下になる。凝集剤を入

れる必要ないかも。でも原水濁度が

10 度を超えると凝集剤を入れてい

た。前例踏襲で自分で確かめようと

していなかった。 

火山灰土の流出の影響が

ある石舟浄水場の濁りは

下流の染屋浄水場より濁

度が高いが、沈殿池だけ

で、容易に 10 度以下に

なっていた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎市若田浄水場の藻の繁

殖が上田市より悪いので、

水深を浅くし、藻の繁殖を

良くし、生物活性を良くす

るように助言した。水深を

浅くすると作業がしやすく

なった。⇒水圧、海抜高度

が関係していた。 

生物は凝集剤を嫌がり活

躍しなくなる。細かい濁

りや生物が反応する物質

は除けなくなる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バングラデッシュで生物

群集が難分解性物質を分

解する仕組みを解説し

た 。「 緩 速 ろ 過 Slow 

Sand Filter という言葉

では生物群集の活躍をイ

メージできない。誤解さ

れるので名前を変える必

要がある」と言われ、食物

連鎖をイメージして緩速

ろ 過 か ら 生 物 浄 化 法

Ecological Purification 

System と言い出した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 3 月 12・13 日 EPS 国際セミ（フィジー、

南太平洋大学）リモート＋現地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎市の浄水場のろ過池：これでも

ろ過閉塞しない。 



世界の水をきれいにする 
浄水技術 
 

2020 年 8 月末にテスト印

刷をした直後 9 月 16 日と

17 日に外務省の Japan 

Video Topics（日本の文化、

技術などの 7 ヵ国語で紹介）

で私を取り上げ撮影した。ま

たテスト印刷本を千曲会に差し上げたら、千曲

会出版として出版してくれることになり、誤字

などを修正し、2021 年 1 月末に市販本とし

て印刷した。印刷したら 2 月 17 日に外務省

の Japan Video Topics は「世界の水をきれ

いに～日本の浄水技術～」公開。 

現在、世界の人口 30％に当たるおよそ 20

億人が安全な水を飲めない状況に置かれてい

る。原因の一つは浄水場建設や維持費にかかる

多額な費用。そんな中、信州大学の中本信忠さ

んが藻や微生物の働きを活かした浄水法を研

究開発した。薬品や電力のコストが大幅に抑え

られるこの浄水法は、建設コストも低く、世界

30 ヶ国以上に普及している。SDGs 目標 6 の

安全な水の確保に貢献する日本の浄水技術。 

 

 

信州大発の浄水技術（生物浄化法）の解

説書を千曲会（信州大繊維学部同窓会）

から出版    

定価 1500 円＋税 150 円＋送料 250 円 

 

注文は 

一般社団法人 千曲会(信州大学繊維学部同窓会) 

〒386-0018 長野県上田市常田 3-8-37  

Tel:0268-22-4465 Fax:0268-22-446   

E-mail: schikuma@siren.ocn.ne.jp htto://www.chikumakai.org 

 

 

「水道（全国簡易水道協議会機関誌）2021 年 3 月号」に補足       2021.4.13．中本信忠 


